
.

水
産
経
済
特
別
委
員
会
・
委
員

鈴
木
一
彦
（
共
産
）
、
△
神
忠
志

（
共
産
）
、
足
立
計
昌
（
創
新
）
、
北

川
實
（
創
新
）
、
田
塚
不
二
男
（
議

長
）
、
○
滑
川
義
幸
（
創
新
）
工
藤

勝
代
（
市
政
）
、
◎
波
多
雄
志
（
市

政
）
、
△
久
保
田
陽
（
無
所
属
）

※
◎
委
員
長
○
副
委
員
長
△
理
事

北
方
領
土
特
別
員
会
・
委
員

○
橋
本
竜
一
（
共
産
）
、
本
田
俊

治
（
創
新
）
、
五
十
嵐
寛
（
創
新
）

佐
藤
敏
三
（
創
新
）
、
◎
永
洞
均
（
創

新
）
、
小
沼
ゆ
み
（
副
議
長
）
、
△
遠

藤
輝
宣
（
市
政
）
、
△
壷
田
重
夫
（
無

所
属
）
凡
例
＝
水
経
特
別
委
に
同
じ

根
室
市
議
会
は
、
七
月
二
十
一
日
（
火
）
午
前
十
時
か
ら
七
月
緊
急
議
会
を
開
き
、
議
会
内
に
「
ロ
シ
ア
２

０
０
海
里
水
域
内
に
関
す
る
水
産
経
済
特
別
委
員
会
」
と
こ
れ
ま
で
の
設
置
目
的
と
役
割
を
新
た
な
視
点
を
追

加
・
再
編
予
定
の
「
北
方
領
土
特
別
委
員
会
」
の
設
置
を
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
特
別
委
員
会
」
の
委
員
を
選

任
し
ま
し
た
。
両
特
別
委
員
会
は
、
市
行
政
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
ロ
シ
ア
水
域
内
で
の
サ
ケ
・
マ
ス
流
し

網
漁
業
禁
止
問
題
に
関
連
す
る
「
地
域
課
題
」
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
と
い
う
議
論
を
深
め
る
大
き
な
役
割
と

向
き
合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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市
対
策
本
部
へ
の
「
調
査
票
」

提
出
７
月
２
３
日
に
集
約

根
室
市
は
、
「
ロ
シ
ア
二
百

海
里
サ
ケ
・
マ
ス
流
し
網
漁
業

対
策
本
部
」
へ
の
各
業
界
か
ら

の
調
査
票
の
提
出
を
７
月
２

３
日
ま
で
と
し
、
そ
の
後
集

約
、
道
振
興
局
と
も
連
携
し
て

政
府
等
へ
の
要
望
事
項
を
ま

と
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
「
項
目
」
の
み
の

提
出
も
可
能
と
し
て
お
り
、
ま

た
「
任
意
の
様
式
」
で
も
良
い

と
し
て
い
ま
す
。

調
査
は
以
下
の
四
項
目
で

す
。
①

具
体
的
な
対
応
策

②

必
要
な
経
費
（
金
額
ベ
ー

ス
）

③

求
め
ら
れ
る
減
免

措
置
（
規
制
緩
和
な
ど
）

④

金
額
の
み
な
ら
ず
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
事
項
等
を
求
め
て

い
ま
す
。

問
題
は
こ
の
調
査
票
が
提

出
さ
れ
、
ど
ん
な
具
体
的
な
要

望
事
項
が
で
て
く
る
の
か
こ

の
ニ
ュ
ー
ス
を
書
い
て
い
る

時
点
（
７
月
２
３
日
）
で
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
調
査
票

で
要
望
さ
れ
る
事
項
だ
け
で

十
分
対
策
が
ま
と
ま
る
の

か
？
、
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い

て
緊
急
を
要
す
る
も
の
、
少
し

中
期
的
な
も
の
、
長
期
的
な
要

望
等
の
整
理
が
必
要
か
と
考

え
ま
す
。

さ
ら
に
、
緊
急
的
な
要
望
は

十
分
に
ま
と
ま
っ
て
い
な
く

て
も
直
ぐ
に
で
も
対
応
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
例

え
ば
、「
国
の
緊
急
融
資
制
度
」

の
創
設
等
は
、
そ
の
規
模
が
決

ま
ら
な
け
れ
ば
中
々
実
行
さ

れ
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
が
、
国
が
一
定
の
規
模

と
条
件
を
先
に
示
す
こ
と
な

ど
が
喫
緊
に
必
要
と
考
え
ま

す
。

「
水
産
経
済
特
別
委
員
会
」

で
当
面
求
め
ら
れ
る
こ
と

議
会
に
設
置
さ
れ
た
「
水
産

経
済
特
別
委
員
会
」
で
は
、
業

界
を
代
表
す
る
よ
う
な
団
体

の
調
査
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

構
成
員
と
な
っ
て
い
る
業
者

等
へ
の
直
接
の
聞
き
取
り
等

サ
ケ
マ
ス
問
題
で
、
実
際
の
現

場
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、

具
体
的
な
要
望
や
政
策
的
要

求
な
ど
足
元
の
実
態
を
正
確

に
掌
握
す
る
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

共
産
党
が
外
務
省
や
水
産
庁

へ
要
求

共
産
党
の
市
議
団
（
橋
本
竜

一
議
員
）
は
、
７
月
２
８
日
、

２
９
日
の
両
日
こ
の
サ
ケ
・
マ

ス
問
題
で
札
幌
に
あ
る
国
会
議

員
団
事
務
所
と
と
も
に
直
接
、

外
務
省
、
水
産
庁
等
へ
の
交
渉

を
行
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
週
以
降
の
ニ
ュ
ー

ス
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
要
望
の
主
な
項
目

（
１
）
日
ロ
関
係
の
抜
本
的
改
善

を
図
る
こ
と
。

（
２
）
今
年
の
サ
ン
マ
漁
業
、

タ
ラ
漁
等
へ
の
影
響
が
な
い

よ
う
漁
業
外
交
の
安
定
的
な

操
業
が
出
来
る
外
交
交
渉
の

推
進
。

（
３
）
中
型
船
等
へ
の
救
済
策

（
４
）
関
連
産
業
等
へ
の
超
長

期
の
無
利
子
融
資
制
度
の
創

設
。

（
５
）
ロ
シ
ア
２
百
海
里
内
操

業
（
サ
ケ
マ
ス
含
む
）
の
漁
法

と
試
験
操
業
の
実
現

（
６
）
沿
岸
漁
業
増
養
殖
事
業

へ
の
抜
本
的
な
支
援
対
策

（
７
）
水
産
加
工
原
魚
確
保
対

策
（
８
）
地
域
財
源
対
策
と
地
域

振
興
法
の
制
定


